
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 

覧 
           

 書籍名 著者 おすすめコメント 

C線上のアリア 湊 かなえ 
ごみ屋敷の奥に眠る開かずの金庫。一冊の本に導かれ過去の

扉が開く。 

新伝記平和をもたらした 

人びと１ 杉原千畝 
いどき えり 

「命のビザ」で人びとを救った外交官のエピソードを小学校

高学年向けに読みやすく再話。 

総員玉砕せよ！ 

新装完全版 
水木 しげる 

太平洋戦争に従軍した著者が実体験を元に描いた未来へ 

残すべき傑作戦記漫画。 

十字屋敷のピエロ 

新装版 
東野 圭吾 

「普通じゃないのよ、この家は」すべてを見ていた一体の 

ピエロ人形は、あなたに語りかけてくる。 

小説 野崎 まど 
「物語に救われ、読書に呪われた」君はなぜ、小説を読む 

のか？ 

耳に棲むもの 小川 洋子 
耳の中に棲む私の最初の友だちは涙を音符にして、とても親

密な演奏をしてくれるのです。 

青い絵本 桜木 紫乃 
この物語は、あなたの明日をやさしく照らす。短編の名手が

描く人生の光と影。 

  

 

             

人
権
一
口
講
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発行： 
ふれあい文化センター 
℡ ３６６－７３１０ 

西原公園児童館 
℡ ３７１－４０９０ 

ふれあい文化センター 子ども向け、話題の本、新刊も準備しています。お気軽にお越しください。 

図書室だより  
☆開館日時☆・・・月～土曜日（日曜日、祝日は休館） 
☆開室時間☆・・・午前 10 時～正午、午後１時～午後５時 
☆貸し出し☆・・・２週間に２冊まで  ※貸出のみで学習室としての利用はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市ふれあい文化センター  所在地：熊本市中央区本荘 4 丁目 6-6 電話：366-7310 

Web： ふれあい文化センター    検 索   ホームページにも掲載しています。 

弁護士による法律相談（無料） 

相談日：９月１３日（土）〔受付８月２５日（月）～〕、９月２７日（土）〔受付９月１６日（火）～〕 

時 間：午前９時～正午（相談は１人３０分間）  定 員：６名（事前に予約が必要） 

予 約：電話か窓口にて 詳しくは、ふれあい文化センター（TEL:366-7310）まで 

み
な
さ
ん
は
「
手
話
（
し
ゅ
わ
）
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

手
話
は
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人
や
聞
こ
え
な
い
人
が
、 

手
や
指
、
顔
の
表
情
を
使
っ
て
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
大
切
な
「
こ
と
ば
」
で
す
。 

九
月
二
十
三
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
」
で
す
。
こ
の
日
は
、
手
話
を
使
う
人
た
ち
の
こ
と
を
知
り
、
手
話
の
大
切 

さ
を
考
え
る
日
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
人
と
お
話
を
し
た
り
、
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
等
で
情
報
を
見
た
り 

し
て
い
ま
す
。
で
も
、
音
が
聞
こ
え
に
く
い
人
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
情
報
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
災
害
の
と
き
に
「
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
、
聞
こ
え
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず

に
、
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
手
話
や
文
字
で
伝
え
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
に
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る 

社
会
を
「
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
お
年
寄
り
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
、 

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
作
る
た
め
の
大
事
な
考
え
方
で
す
。 

熊
本
市
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
「
熊
本
市
手
話
言
語
条
例
」
（
手
話
を
広
め
た
り
、 

使
い
や
す
く
し
た
り
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
）
に
基
づ
く
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、
市
民
向
け
の
初
級
手
話
講
座
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
方
々 

が
手
話
を
学
ば
れ
て
い
ま
す
。
市
政
だ
よ
り
で
講
座
の
募
集
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も 

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
（
挿
絵
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
熊
本
市 

手
話
で
伝
え
る
、
手
話
で
つ
な
が
る
」
よ
り
引
用
） 

 

『
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
』 

 

～第一回ふれあい文化センター運営委員会～ 

７月３１日（木）に、「第一回ふれあい文化センター運営委員会」が行われました。 

運営委員会は、市長から委嘱された１２名（社協会長、民児協会長、自治会長、母親クラブ 

会長、学校長、各利用団体の代表者、公募委員）の委員で構成されています。会議では、 

令和６年度のふれあい文化センターの利用状況報告や決算、令和７年度の予算、事業計画 

について提案し、了承をいただきました。 

～短期主催・教養講演会（くらしの講座）を行っています～  

くらしの講座（７月） 

演題「『来民開拓団の真相』に学びながら 

『開拓慰霊祭のこころ』を受け継ぐ子どもたち」 

パネル展「原爆と人間」 

楽しい肥後狂句 

パソコン（ワード＆エクセル） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てほっとステーション 西原公園児童館 

熊本市中央区九品寺 4 丁目 24 番４号 TEL ０９６－３７１－４０９０ 

FAX ０９６－３７１－４１４３ 

 

（休館日）１日 ８日 1６日 2２日 ２９日 

 

★１０月の児童クラブ日程★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１０月２５日（土）の珠算クラブの練習は講師の都合によりお休みです。 

   代替日は後日お知らせします。 

※クラブ開始１０分前には着席を済ませ、練習が開始時間に出来るように 

準備をお願いします。 

★朝の活動★（毎週水曜 第１・５を除く） 

時 間 １０：００～１１：００（１時間程度） 

対 象 １歳から就園前の幼児と保護者 

              （自由あそびで来館された方で、当日希望すれば参加することができます） 

内 容   １０日 敬老日のプレゼント制作 

１７日 ハリネズミさんをつくるよ 

２４日 １０月のカレンダー制作 

 

★活動内容が変更になる場合には、ホームページにてお知らせいたします★ 

「新着情報」で最新情報の確認をお願いします。 

 

クラブ 練  習  日 曜   日 時   間 

珠 算 ４日 1１日 １８日 毎週土日 １１：００～１２：００ 

書道① ４日 １８日 ２５日 第１・３土曜日 １３：３０～１５：００ 

書道② ４日 １８日 ２５日 第１・３土曜日 １５：００～１６：３０ 

硬 筆 1１日 第２土曜日 1４：００～１５：００ 

 
 

くらしの講座（教養講演会） 

「心に響く朗読と尺八の調べ」 
 

元 TKU アナウンサーの野田亜紅さんと、玉名市在住の尺八奏者・四宮漣山さんによる演目です。お二人は県内各地で

公演なさっています。今回の朗読は熊本ゆかりの小説家・小泉八雲の作品をはじめ、古き良き時代の作品を尺八の音に合

わせてお送りします。また尺八は、古典から皆様よくご存じの曲まで幅広く演奏していただきます。 

いつもと少しばかり違う「上質な時間」に浸って、不安が渦巻く毎日を少し忘れてみませんか？ 

【日 時】 令和７年１０月２日（木）午後２時～３時半     【講 師】 野田亜紅さん・四宮漣山さん 

         ※２時から５分程度、ふれあい文化センター職員による出し物があります。 

【場 所】 ふれあい文化センター新館 3階 ホール      【対 象】 小学生以上の方 50人程度 

【参加費】 無料                                  【申 込】 当日会場へお越しください。 

「みんなで卓球（後期）」 
一人一人に合わせて先生が指導してくださいます。初心者から常連さんまで楽しく交流ができる講座です。    

【日 時】 令和７年１０月８日・２２日、１１月１２日・２６日、１２月１０日・２４日、令和８年１月２１・２８日、２月１２日・２５日 

（水・全１０回）※２月１２日のみ木曜日  午後１時半～３時半        【講師】中井健吾先生 

【場 所】 ふれあい文化センター新館３階 ホール      【対 象】 どなたでも １６人     

【準備物】 運動ができる服装、屋内用運動靴、ラケット、タオル、飲料水    【参加費】１，０００円（ボール代） 

【申 込】 ９月２２日（月）まで往復はがきで郵送または普通はがき持参で窓口申込（申込多数の場合は抽選） 

「ふれ文クラブ体験～大正琴～」 

 講師の先生の丁寧なご指導と、講座生の笑顔あふれる楽しい講座です。美しい音色を奏ででみませんか。      

【日 時】 令和７年１０月７日（火）午前１０時～１１時 ※体験は３０分、残りの時間は見学になります。 

【場 所】 ふれあい文化センター本館２階 集会室   【対 象】 どなたでも １０人程度     【講師】萩原ゆかり先生 

【準備物】 飲料水 ※大正琴はこちらで用意します  【参加費】無料 

【申 込】 ９月５日（金）から電話または窓口申込（先着順） 

ご存じですか？子どもの権利条約とこども基本法 

 

こどもは未来を担う存在であると同時に、「今」を生きる１人の人間です。1989年に国連で採択された「子どもの権利条

約」は、こどもを単なる保護の対象ではなく、意見を持ち、尊重されるべき「権利の主体」として位置づけました。日本も

1994年にこの条約を批准し、こどもの命や成長、意見表明の権利などを保障する国際的な責任を負っています。この理念

を国内で具体化するため、2023年に施行されたのが「こども基本法」です。この法律は、すべてのこどもが幸せに暮らせる

社会の実現を目指し、こども政策の基本理念を定めています。特に注目すべきは、こども自身の声を政策に反映する仕組み

が整えられたことです。こどもが自分の意見を表明し、その意見が尊重される社会づくりが確実に進められています。つまり、

大人がこどもの声に耳を傾け、共に社会を築いていく姿勢が求められています。こどもが安心して自分らしく生きられる社会

こそ、私たちが目指す人権社会の姿ではないでしょうか。 

西原公園児童館からのお知らせ 


